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Ver.　2 刊行にあたって

　「それなら志賀先生が本を作ってください！」
　数年前のある日，救急外来で，20年前の治療法や診断知識が記
載された研修医本をお持ちの先生と「もう少し良い本を持ったら？」
と話していた時のことでした．この言葉に「自分も新橋の飲み屋の
中年男性だった」とハッとさせられました．質の良い対案を示さな
ければ，世界は変えられないと気づかされたのです．

　それ以来，悩める当直医・研修医のために，
　　・パッと読める
　　・網羅的である
　　・アップデートされている
の三点を骨子として本書『当直ハンドブック』を企画してきました．
本書は中外医学社の宮崎さん，上村さんとの書籍を通じた当直改革
という熱い思いからできあがったものです．

　我々はこのハンドブックを「黒本」の愛称で呼んでいます．2021
年度，黒本は飛ぶように売れました．しかし，私のもとにローテー
トするすべての先生が黒本を手にしているとはまだまだ言えませ
ん．そこで内容の拡充・改訂が必要と考え，初版刊行後 1年という
短かいインターバルでの改訂となりました．編集チームで改訂の必
要性を念頭に隅々まで見直し，COVID—19 関連のアップデートは
もちろんのこと，手技を充実させ，電解質・外傷を大幅追加してい
ます．

　良いハンドブックには読者の皆様からのフィードバックがとても
大事だと思っています．実際に今回の改訂でもお寄せいただいた
フィードバックを生かしました．今後も改訂してまいります．黒本
を手に取って用い，フィードバックをくださり，ぜひ当直革命の仲
間になっていただけましたら幸いです．

2022年 1月
心から信頼する編集チームを代表して

志賀　隆
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